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己
が
故
國
を
愛
す
る
者
は
智
慮
あ
り

よ
り
光
榮
な
る
は
心
急
を
見
る
眼
識
も
て

　
　
青
き
か
が
め
る
天
室
の
下
の

凡
て
の
顔
貌
に
我
等
の
神
を
認
む
る
者
ぞ
、

一
つ
の
神
ぞ
我
等
の
も
の
な
れ
、
一
地
一
氣
、

一
海
，
一
室
は
普
く
存
す
る
。

　
　
世
界
は
さ
ま
で
廣
大
な
ら
す
、

且
、
天
は
唯
一
の
輝
く
階
段
を
有
す
る
の
み
。

一
’
　
　

　
一
’
一
≦

巳
時
　
「
か
く
て
我
等
は
三
々
に
達
す
る
な
り
」
は
又
「
是
れ
ぞ
不
窮
の
名
工
に
蓮
す

　
る
の
途
な
る
」
ε
も
適
し
得
る
。
シ
ン
ク
、
イ
ソ
ー
ル
、
ア
ド
．
ア
ス
ト
ヲ

　
の
意

　
「
メ
ー
ガ
ス
」
ば
古
波
斯
の
侮
偶
階
級
の
も
の
、
賢
人
、
博
士
と
課
す
る
も
可

　
故
に
パ
ル
セ
ー
ザ
ル
博
士
ε
も
謬
し
得
。

　
「
ア
ー
デ
ン
の
森
」
セ
ー
ク
ス
ピ
ー
ア
に
よ
り
て
紹
介
さ
れ
し
林
地
、
英
國
ウ

　
ワ
ー
ウ
イ
ッ
ク
州
一
小
円
。

　
「
ア
バ
ロ
ソ
の
島
」
中
世
記
の
ロ
ー
マ
ン
セ
中
に
は
地
的
樂
園
の
此
方
よ
叫
遽

か
ら
ざ
る
太
洋
の
一
の
島
に
し
イ
其
の
上
に
磁
石
の
城
あ
7
一
し
と
云
ふ
0
7

バ
ロ
ン
は
ア
ー
サ
ー
、
オ
ペ
ロ
ン
及
び
毛
ル
ガ
ン
●
ル
●
フ
エ
ー
の
佐
所
ε
し

て
表
は
れ
、
古
佛
蘭
西
の
ロ
ー
マ
ン
ス
．
、
O
㎎
轟
一
〇
〇
商
コ
≦
ω
り
．
中
に
最
も
詳

記
さ
れ
て
み
ろ
。
グ
ル
ト
へ
の
紳
話
中
に
は
幸
幅
な
者
の
住
む
島
．
嬢
魂
の

住
3
2
島
∪
林
檎
の
島
ミ
さ
R
て
る
る
。
其
の
位
置
は
種
々
の
訊
が
あ
る
が
、

英
國
の
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
η
1
が
最
も
眞
に
近
い
ら
・
し
い
。

暗
黒
星
雲
に
就
て

5
　
N
　
ラ
ッ
セ
ル

　
現
今
一
般
に
信
じ
ら
ろ
」
所
に
よ
る
ε
、
銀
河
中
の
多
く
の
暗
黒
鮎

や
、
塞
の
星
の
な
い
暗
黒
な
部
分
は
、
遽
距
離
に
あ
る
星
噛
こ
吾
々
－
こ
の

間
を
亘
大
な
暗
い
星
雲
状
物
質
か
遮
回
す
る
こ
¶
こ
に
依
っ
て
生
す
る
も

の
で
の
る
。
か
｝
る
暗
黒
貼
が
星
宮
上
重
要
な
ご
S
、
並
に
、
其
蓋
然

的
性
質
に
つ
い
て
、
最
も
熱
心
に
研
究
し
た
バ
ア
ナ
ア
ド
は
、
曙
黒
黙

に
關
す
る
長
い
表
を
作
っ
た
。
プ
レ
イ
ヤ
デ
ス
、
オ
リ
オ
ン
座
，
蛇

遣
座
の
如
き
二
三
の
瘍
合
に
於
て
は
、
二
等
『
暗
黒
部
分
』
は
室
闇
に
於

て
疑
ひ
も
な
く
或
る
星
の
附
近
に
居
る
こ
一
こ
を
示
す
様
な
状
態
で
、
其

星
の
附
近
の
ほ
ん
や
の
光
っ
て
居
る
星
雲
状
物
質
の
中
に
入
っ
て
居
る
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そ
し
て
蛇
蝿
座
や
蜴
座
の
陰
蔽
物
或
は
暗
黒
星
雲
は
一
〇
〇
乃
至
一
五

〇
バ
ー
セ
リ
の
距
離
に
あ
り
、
牡
牛
座
の
も
の
も
大
約
同
様
の
距
離
に

あ
り
、
叉
オ
リ
オ
ン
座
の
も
の
は
約
二
〇
〇
パ
ー
セ
リ
の
距
離
に
あ
る

様
に
見
ね
る
。
然
る
に
之
等
側
々
の
星
雲
物
質
自
身
の
容
積
も
亦
幾
パ

ー
セ
リ
ー
こ
云
ふ
程
度
の
大
さ
で
あ
る
。
以
上
三
大
暗
黒
部
分
が
銀
河
雲

物
質
の
距
離
に
比
べ
て
か
く
も
近
距
離
に
あ
る
こ
一
こ
は
、
夫
等
が
多
分

非
常
に
高
い
天
艦
温
度
を
持
っ
て
居
る
こ
巾
こ
を
示
し
て
居
る
。
之
等
暗

黒
星
雲
は
通
例
全
く
不
透
明
に
見
に
る
。
跨
る
膓
合
に
於
て
は
星
か
、

見
掛
け
上
、
色
に
は
大
し
た
弱
化
も
な
し
に
、
星
雲
物
質
を
通
し
て
微

か
に
見
ね
る
。
然
し
叉
濃
厚
な
嚢
虫
星
雲
物
質
の
中
に
あ
る
星
が
異
常

に
赤
い
例
も
あ
る
。
物
罷
を
室
聞
に
撒
布
す
る
種
々
な
形
の
中
で
特
に

最
も
有
効
に
陰
蔽
を
作
る
も
の
は
．
軍
位
質
最
に
思
し
最
大
表
面
積
を

有
す
る
微
細
な
塵
で
あ
る
、
孕
筏
・
、
密
度
．
な
る
球
肱
微
粒
子
が
室

間
に
一
様
に
撒
布
さ
れ
，
叩
早
位
容
積
に
李
均
。
一
画
含
ま
れ
て
居
る
な
ら

ば
此
物
質
を
蓮
過
す
る
こ
ε
に
依
て
の
光
線
の
潰
失
は
軍
位
距
離
に
つ

い
て
光
度
。
で
あ
る
。
但
し
㈹
1
0
。
。
門
山
σ
⇒
．
［
＼
。
σ
q
、
藪
に
嶽
因
子
は
使
用
せ

ら
る
・
物
理
的
躍
位
に
無
關
係
で
あ
る
。
叉
9
は
微
粒
子
の
大
き
さ
が

光
の
波
長
に
匹
敵
す
る
場
合
に
起
る
錯
雑
を
防
ぐ
爲
め
に
附
け
加
へ
ら

れ
た
因
子
で
あ
る
。
微
粒
子
の
直
径
が
波
長
の
こ
一
ご
倍
或
は
夫
れ
以
上

の
時
は
g
は
大
艦
一
に
等
し
く
、
夫
れ
よ
り
微
粒
子
が
小
さ
く
な
る
一
こ

共
に
9
は
増
加
し
微
粒
子
の
周
園
か
波
長
の
一
〇
一
二
倍
な
る
時
に
二

・
五
六
な
る
最
大
値
を
・
こ
る
、
夫
れ
よ
り
急
激
に
減
少
し
微
粒
子
の
直

径
が
孚
分
以
下
に
な
っ
た
時
に
約
芝
じ
。
Q
H
＼
m
「
Y
こ
な
る
。
叉
比
b
。
＼
h
は
周
園

が
波
長
に
等
し
き
時
に
二
〇
四
二
な
る
最
大
値
を
一
こ
る
。
卒
均
質
ぎ
が

前
同
様
な
る
星
．
雲
物
質
に
封
し
て
は
微
粒
子
が
此
の
大
き
さ
で
あ
る
時

に
不
透
傘
は
急
激
に
最
大
－
こ
な
る
。
梱
れ
一
こ
同
時
に
吸
牧
は
不
撰
繹
型

よ
り
、
峯
に
比
例
し
て
愛
る
撰
繹
型
噛
こ
な
る
。
普
通
光
線
に
あ
自
・
て
は

牛
筏
が
o
o
。
。
⑰
ψ
な
る
時
最
も
不
透
明
・
こ
な
る
。
此
大
き
さ
で
密
度
が
岩

－
こ
同
様
に
二
。
七
な
る
微
粒
子
よ
り
な
る
星
雲
歌
物
質
は
、
叩
早
に
底
面

積
野
津
方
糎
（
厚
さ
は
任
意
）
で
あ
る
様
な
容
積
中
に
一
興
の
八
十
六
分

の
一
の
微
粒
子
が
あ
る
な
ら
ば
、
光
度
一
の
吸
収
を
す
る
。
若
し
微
粒

子
が
此
大
き
さ
の
牟
分
以
下
な
る
時
、
撲
揮
毫
牧
は
殆
ど
瓦
斯
の
時
、
こ

同
様
に
完
全
で
あ
る
が
、
吸
玉
の
割
合
は
約
一
億
倍
で
あ
る
。
故
に
察

聞
に
於
け
る
光
は
波
長
に
直
し
て
一
般
吸
心
尽
は
撲
巴
里
牧
の
爾
…
揚
合

共
に
、
呈
総
状
物
質
に
含
ま
る
、
直
径
百
萬
分
越
幾
吋
－
こ
云
ふ
程
度
の

微
粒
子
が
重
さ
に
於
て
全
量
に
封
し
比
較
に
な
ら
ぬ
程
少
な
い
時
の
外
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は
、
忍
業
の
微
粒
子
の
爲
め
に
主
－
こ
し
て
陰
徹
さ
れ
る
。
併
し
星
の
輻

射
座
の
影
響
を
最
も
肯
く
受
け
る
も
の
は
心
肝
等
の
微
粒
子
で
あ
る
。

も
つ
，
ご
正
確
な
材
料
に
よ
る
計
算
に
よ
れ
ば
、
光
墨
・
的
（
非
常
小
ざ
い
）

の
大
き
さ
で
、
水
と
同
意
の
密
度
を
有
す
る
微
粒
子
は
、
太
陽
よ
り
宇

宙
引
力
の
十
倍
の
輻
射
墜
を
受
け
急
同
光
度
の
M
型
の
星
に
つ
い
て
は

夫
の
三
分
の
二
、
叉
白
色
星
に
つ
い
て
は
塘
署
し
君
型
の
星
に
至
っ
て

は
太
陽
型
の
星
の
十
倍
に
も
翻
す
る
。
惑
星
は
微
粒
子
に
聡
し
殆
さ
斥

力
を
有
た
な
い
が
、
亘
星
殊
に
ー
ー
型
の
光
輝
の
弧
い
星
は
非
常
に
強
い

斥
力
を
持
つ
た
居
る
。
唯
、
粗
大
な
粒
子
の
み
接
近
し
得
る
。
星
雲
欺

質
を
形
成
す
る
に
最
も
有
効
な
微
細
な
粒
子
が
遠
ざ
け
ら
る
」
事
は
、

た
と
へ
畿
光
星
が
暗
黒
星
雲
の
中
心
に
あ
っ
て
も
，
其
附
近
は
豫
期
さ

る
、
程
溶
く
光
ら
な
い
事
を
設
明
す
る
、
併
し
斥
け
ら
れ
た
る
極
く
微

細
な
る
粒
子
も
，
湿
る
力
…
…
例
へ
ば
星
雲
状
物
質
自
身
の
引
力
…
…
－

の
作
用
で
限
り
な
く
遠
方
へ
飛
ば
す
に
一
の
集
團
を
作
る
。
例
へ
ば
質

量
は
太
陽
の
M
倍
、
牟
径
は
R
パ
ー
セ
リ
な
る
球
状
星
雲
物
質
の
表
面

上
の
逃
げ
出
し
菅
垣
は
侮
秒
9
8
崇
試
男
試
粁
で
あ
る
。
星
雲
物
質
の

内
部
速
度
は
オ
リ
オ
ン
星
雲
の
外
は
蜘
ら
れ
て
居
ら
な
い
。
直
径
一
パ

t
セ
リ
の
星
雲
（
萎
れ
は
バ
ア
ナ
ァ
ド
が
蛇
遣
座
で
襲
見
し
た
、
直
径

十
五
分
書
の
翌
々
球
状
を
し
た
小
さ
い
黒
鮎
を
概
略
示
す
も
の
一
こ
考
へ

ら
れ
る
）
の
逃
ゆ
出
し
速
度
が
毎
秒
一
粁
で
あ
る
爲
め
に
は
、
其
、
質
量

は
太
陽
の
六
十
倍
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
此
星
雲
状
物
質
が
光
學
的

大
き
さ
の
岩
の
微
粒
子
か
ら
出
監
て
居
る
な
ら
ば
、
真
中
を
通
る
時
に

起
る
光
の
潰
失
は
二
千
光
度
に
達
す
る
で
あ
ら
う
。
微
粒
子
の
牟
径
が

郎
℃
な
ら
ば
十
光
度
の
清
失
（
不
透
明
に
な
る
に
は
之
れ
で
充
分
だ
）
が

起
る
以
上
の
敷
値
は
多
く
は
推
測
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
康
な

陰
薇
皐
雲
状
物
質
の
全
質
量
は
非
常
に
大
き
く
…
…
多
分
幾
百
の
星
を

作
る
に
充
分
で
あ
ら
う
…
…
且
つ
全
質
量
の
相
當
な
部
分
は
直
径
十
分

の
一
言
以
下
の
塵
か
ら
で
き
て
お
る
，
こ
考
へ
ら
れ
る
。
光
を
通
さ
な
い

星
雲
物
質
を
組
成
す
る
微
粒
子
位
の
大
き
さ
の
微
粒
子
が
度
々
衝
突
せ

な
け
れ
ば
、
其
星
雲
を
通
過
で
き
な
い
の
は
明
白
な
ご
一
こ
で
あ
る
。
此

衝
突
は
星
雲
状
物
質
4
1
に
微
塵
の
存
在
を
示
す
設
明
－
こ
な
る
。
暗
黒
星

雲
が
星
の
近
く
で
叢
光
星
雲
に
な
る
に
二
通
の
方
法
が
あ
る
、
第
一
は

輩
純
な
光
の
反
射
で
あ
る
。
こ
れ
は
プ
レ
イ
ヤ
デ
ス
や
蛇
遣
座
の
　
星

の
周
園
の
星
雲
状
物
質
や
其
他
多
く
の
配
合
に
起
る
様
に
見
え
る
。
第

二
は
瓦
斯
状
放
射
艦
の
刺
戟
に
よ
る
も
の
で
、
例
へ
ば
胱
に
知
ら
れ
て

居
る
も
の
・
中
で
最
大
の
陰
蔽
部
分
の
一
¶
こ
蓮
な
り
．
且
つ
陰
薇
物
が
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そ
の
前
に
あ
る
こ
と
を
現
し
て
居
る
オ
リ
オ
ン
座
の
大
星
雲
の
如
き
も

の
で
あ
る
。
自
分
の
理
論
的
考
究
及
び
ハ
ツ
ブ
ル
に
依
っ
て
集
め
ら
れ

た
る
観
測
の
事
實
は
共
に
、
瓦
斯
歌
星
雲
の
光
る
の
は
多
分
附
近
に
あ

る
非
常
に
高
淵
の
星
の
或
ろ
種
類
の
（
エ
ー
テ
ル
或
は
微
粒
子
の
）
放
射

に
依
っ
て
個
々
の
原
子
が
刺
戟
さ
れ
る
爲
め
で
あ
る
事
を
示
し
て
居
る

オ
リ
オ
ン
星
雲
に
煮
て
は
四
重
星
（
オ
リ
オ
ン
の
テ
星
）
が
刺
戟
の
源
泉

で
あ
る
檬
に
見
え
る
。
蛮
光
瓦
斯
が
其
物
質
の
全
部
或
は
大
部
分
を
形

づ
く
っ
て
居
る
と
は
信
じ
ら
れ
ぬ
。
ロ
ハ
、
入
射
刺
戟
に
晒
し
特
に
鏡
敏

で
あ
り
、
從
っ
て
彗
星
の
髪
や
尾
に
於
け
る
炭
素
化
合
物
や
窒
素
の
様

な
瓦
斯
と
同
様
に
、
光
線
の
大
部
分
を
放
射
し
て
し
ま
ふ
爲
め
で
あ
る

此
星
雲
の
各
部
分
の
齪
雑
な
運
動
が
一
こ
の
方
向
へ
も
同
じ
程
度
の
も
の

な
ら
ば
、
一
年
に
一
・
五
天
文
軍
位
或
は
一
世
紀
に
○
・
八
秒
（
カ
ゾ

タ
イ
ン
の
視
蕩
○
・
O
O
五
五
秒
を
用
ひ
て
）
の
雫
均
伺
有
運
動
を
な

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
百
萬
年
に
は
星
雲
は
二
度
動
く
事
．
こ
な
る
　
之
れ
は

星
雲
全
部
の
廣
さ
よ
り
も
大
き
い
。
故
に
オ
リ
オ
ン
星
雲
ω
光
景
は
詳

細
に
云
へ
ば
多
分
百
萬
年
前
と
今
－
こ
は
全
く
違
っ
て
居
る
だ
ら
う
。
併

し
其
慮
に
星
雲
が
な
か
っ
た
こ
考
へ
る
べ
き
何
等
の
理
由
も
な
い
。
吾

々
拡
寧
ろ
瓦
斯
を
含
む
微
粒
…
子
の
集
團
が
徐
々
に
動
い
て
居
る
一
こ
考
へ

る
其
一
部
は
四
重
星
か
ら
の
放
射
に
よ
る
刺
戟
の
窮
を
通
過
す
る
。
そ

し
て
此
甥
に
來
た
時
に
瓦
斯
は
其
境
界
部
分
附
近
で
は
星
雲
線
を
出
さ

せ
す
に
微
か
に
光
る
、
併
し
中
央
附
近
で
は
星
雲
線
を
現
は
し
て
強
く

光
る
。
未
だ
叢
表
せ
ら
れ
な
い
ハ
ツ
プ
ル
の
研
究
に
よ
る
ご
星
雲
か
ら

蝕
り
隔
っ
て
居
ら
な
い
オ
リ
オ
ン
星
座
の
主
権
雲
星
駄
物
質
は
、
多
分

其
背
後
の
星
の
光
を
十
光
度
も
弱
め
る
ら
し
く
見
え
る
。
刺
戟
す
る
放

射
線
は
多
分
比
較
的
重
く
し
か
通
ら
な
い
。
例
ひ
深
く
行
つ
τ
も
殆
，
ご

刺
戟
光
線
は
出
て
露
な
い
音
義
設
に
よ
る
ミ
オ
リ
オ
ン
星
雲
は
大
抵
此

巨
大
な
暗
黒
星
雲
状
物
質
の
中
、
星
の
光
に
刺
載
さ
れ
て
居
る
部
分
丈

の
表
面
の
螢
光
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
Q
（
安
田
理
研
士
鐸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
同
好
公
報

　
　
　
　
大
阪
二
郎
幹
事

十
月
一
日
大
阪
市
岡
高
等
女
學
校
長
畠
田
繁
太
郎
氏
及
び
戯
1
4
木
善
太
耶
氏
を
大

阪
支
部
幹
事
に
囑
托
・
し
六
。

　
　
　
　
天
文
同
好
會
幹
事
の
諸
新
著

　
山
本
一
清
氏
の
新
著

　
同
氏
は
差
向
其
洋
行
に
際
し
て
奮
稿
其
他
を
一
纏
に
し
て
公
に
冠
ら
れ
糞
。

其
の
中
「
秋
夜
の
天
な
仰
い
で
入
生
を
想
ふ
人
へ
」
贈
ら
れ
乙
は


